
ま ち の 話 題

豊かな地域社会を作るために 1 0 /1 0

明治安田生命保険相互会社から 寄付金が贈呈さ れまし た

　 町民の健康増進や町民サービ ス の向上を図る ため

に、 連携協定を締結する 明治安田生命保険相互会社

の妹
いも

背
せ

俊
と し

紀
のり

静岡支社長よ り 、 寄付金が贈ら れまし た。

　 同社は、 よ り 豊かな地域社会づく り に貢献する こ

と を 目指し 展開し ている 「 地元の元気プロ ジェ ク

ト 」 の一環と し て、 全国の自治体や地域団体等に

「 私の地元応援金」 によ る 寄付を実施し ていま す。

　 町長に目録を手渡し た妹背支社長は「 健康増進に

お役立ていただき 、 今後も でき る 限り の支援を続け

ていき たい」 と 挨拶し ま し た。
目録を手に妹背支社長（ 右）と 町長（ 左）

こ んな簡単にチラシが作れるの！？ 1 0 /9

W eb を使っ たデザイ ン教室が開催さ れまし た

　 事業所の広報担当者向けのデザイ ン教室が、 役場

総合支所と 山村開発センタ ーで開催さ れま し た。

　 講師は、 静岡文化芸術大学でデザイ ン学部を専攻

し 、 現在は当町の地域おこ し 協力隊と し て活動する

渡
わ た

辺
な べ

実
み

優
ゆ

さ ん。「 C
キ ャ ン バ

a nva」 と いう デザイ ン ツ ールを

使ったチラ シづく り の方法について、 実践を交えな

がら 説明し ま し た。 Ca nvaは、 25万点以上のテン

プレ ート （ ひな形） を 使っ て誰でも 無料でチラ シ 、

画像編集、 資料作成ができ ま す。

　 参加者から は「 思っ たよ り も 簡単だっ た」「 使い

こ なし たら いろ んなこ と ができ る と 思う ので、 頑

張って覚えたい」 など の感想が寄せら れま し た。 講師の説明に耳を傾ける参加者

千頭に集まれ！仮装でハロウィ ン盛り 上げ隊 1 0 /1 9

ハロウィ ンはし ご酒が開催さ れまし た

　 千頭ハロ ウ ィ ン はし ご 酒が千頭駅周辺で開催さ

れ、 大勢の観光客や地域住民で賑わいま し た。

　 主催は、「 千頭駅前を考える 会」（ 代表 中
なかはら り ょ う すけ

原僚介

さ ん） で、 今年春の「 千頭夜桜はし ご酒」 に続き ２

回目の開催です。

　 同会は、 千頭地区を盛り 上げたいと いう 思いから

SN Sな ど で参加者を 呼びかけ、 口コ ミ が広がり 、

当日は多く の参加者が詰めかけま し た。

　 会場と なった千頭駅周辺には、 思い思いの仮装を

し た人が行き 交い、 チケッ ト を片手に各店舗の食べ

歩き を楽し みま し た。 特設ス テージでは音楽演奏も

行われ、 大変盛り 上がり ま し た。 千頭ハロウィ ンはし ご酒（ 千頭駅前）の様子

9



タ ウント ピ ッ ク ス

空き家の適切な管理を目指すために 1 0 /2 8

空き家等対策の推進及び予防に関する協定を締結し まし た

　 静岡県司法書士会と 町は、 空き 家等対策の推進及

び予防のため、 相互に連携、 協力を目的と し た協定

を締結し ま し た。

　 現在、 全国的に空き 家の増加が課題と なっ てお

り 、 適切に管理さ れていない空き 家が地域の安全や

景観、 生活環境に影響を及ぼす前に、 町では適切な

管理や利活用促進のための施策を行っており ま す。

　 今回の協定締結によ り 、 今後は空き 家の適切な管

理や利活用促進のため、 相談対応や啓発活動など を

連携し て取り 組むこ と で、 地域における 空き 家問題

の解決を目指し ま す。
静岡県司法書士会の井

いの

上
う え

尚
なお

人
と

会長（ 右）と 町長（ 左）

　

エコ ティ 日記エコ ティ 日記

（ 一社）エコ ティ かわね
川根本町桑野山4 2 4 -6

☎0 5 4 7 （ 5 8 ）7 0 0 0

FAX0 5 4 7 （ 5 8 ） 7 0 0 1
Eメ ール： ecotkawane@ g m a il.com

夏の BIG  SU P 体験

秋のお箸づく り 体験

秋の落花生収穫体験

町の自然資源を活かし た地域観光事業に取り 組む一般社団法人エコ ティ か
わね。 今回は夏・ 秋に行っ た「 海の子・ 山の子交流教室」 の報告をさ せて
いただき ます。

体験を通じて、地域の魅力を実感体験を通じて、地域の魅力を実感
　 ８ 月と 1 0 月の２ 回、「 海の子・ 山の子交流教室（ 山の

体験）」 が行われまし た。 焼津市2 0名、 川根本町1 7 名

の児童が交流を深めながら 、 夏はSU P体験やアプト 式鉄

道への乗車、 資料館やまびこ の見学。 秋は落花生の収穫

や、 お箸づく り を行いまし た。

　 今回、 行っ た落花生掘り は、 久野脇地区の「 恋がね農

園」 さ んに受け入れていただき まし た。 到着し たら ま

ず、 子ども たち は畑に鳥害から 守る ためのネッ ト がか

かっ ているのを目にし ます。 落花生がどう やっ て実っ て

いるのか、 そこ で初めて知る 子も います。 体験では1 人

ずつ鍬
く わ

を持っ て土を掘り 、 自分で収穫し 、 最後は試食も

行いまし た。 まさ に五感をフ ル活用。 も う １ つ大事なの

が、 そこ で「 実際に落花生を育ててき た地域の方が加わ

り 、 子ども たちと 伴走し てく れるこ と 」 でし た。

　 も ちろ んこ れはお箸づく り にも 、 他の体験にも 共通し

ます。 準備段階から 当日まで、「 よ く 来たね」、「 せっ か

く なら 良い体験をし ても ら いたい」 と いう 気持ちが、 地

元講師の皆さ んから 溢れていて、 と ても よく 伝わり まし

た。 そし てそのこ と が「 川根本町にし かない、 こ こ だけ

の体験」 の土壌であると 、 改めて感じ まし た。

こ こ にも 、 一つの物語。

広報かわねほんちょ う 8

mailto:ecotkawane@gmail.com

